
 

 

和歌山県の財務書類（平成30年度）について 

 
 
  国において定められた「統一的な基準による地方公会計」に基づき、平成３０年度 
 

決算に係る財務書類を取りまとめましたので、公表します。 
 

 

■概要 

 ○ 平成 30 年度末の資産は 1 兆 3,502 億円、負債は１兆 1,745 億円で、資産と負債の差であ

る純資産は 1,757 億円 
 

○ 資産全体では、有形固定資産の減価償却の影響等で対前年度 67 億円減少 
 

○ 負債全体では、臨財債の増加（28 億円）や公共用地先行取得等事業債（28 億円）により

地方債が増加（48 億円）する一方、退職手当引当金の減少等により、対前年度 7 億円減少 
 

 ○ これらの結果、純資産は前年度と比べて 60 億円減少 

 

 

令和 2 年 4 月 15 日 
資 料 提 供 
財政課企画調整班 
担当 松本・小林・田端 
（073-441-2160） 

（注）表は四捨五入の関係で合計・増減が合わない場合があります。 

（単位：億円）

資産の部 30年度末 29年度末 増減 負債の部 30年度末 29年度末 増減

固定資産 13,086 13,151 △ 65 固定負債 10,931 10,962 △ 32

　有形固定資産 11,141 11,166 △ 25 　地方債 9,594 9,567 27

　　 事業用資産 3,156 3,220 △ 64 　（うち臨時財政対策債） 3,562 3,548 14

　　 インフラ資産 7,870 7,829 41 　長期未払金 28 30 △ 3

　　 物品 115 117 △ 2 　退職手当引当金 1,057 1,109 △ 53

　無形固定資産 2 3 △ 1 　損失補償等引当金 252 256 △ 3

　投資その他の資産 1,943 1,981 △ 39 流動負債 814 790 24

　　 投資及び出資金 843 846 △ 3 　１年内償還予定地方債 698 677 21

　　 投資損失引当金 △ 1 △ 1 0 　（うち臨時財政対策債） 200 185 15

　　 長期延滞債権 118 122 △ 4 　未払金 4 4 △ 0

　　 長期貸付金 458 474 △ 17 　賞与等引当金　 85 82 3

　　 基金 526 540 △ 15 　預り金　 28 27 0

　　 徴収不能引当金 △ 1 △ 1 0 負債合計 11,745 11,752 △ 7

流動資産 416 418 △ 2 純資産の部 30年度末 29年度末 増減

　   現金預金 157 165 △ 8 　固定資産等形成分 13,337 13,400 △ 63

　   未収金 8 5 4 　余剰分（不足分） △ 11,580 △ 11,583 3

　   短期貸付金 32 30 2

　   基金 219 219 0

　   徴収不能引当金 △ 0 △ 0 0 純資産合計 1,757 1,817 △ 60

資産合計 13,502 13,569 △ 67 負債及び純資産合計 13,502 13,569 △ 67


